
１．件 名：原子力災害対策中央連絡会議の進め方に関する面談 

 

２．日 時：令和3年3月4日 10:05 ～ 10:45 

 

３．場 所：原子力規制庁3階 室内会議卓 

 

４．出席者 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

平野室長補佐 

日本原子力発電株式会社 

発電管理室 警備・防災グループ マネージャー 

原子力エネルギー協議会 

 副長 

（以下、テレビ会議システムによる出席） 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

児玉企画調整官、和田防災専門職、芦田防災専門職 

 

５．要 旨 

原子力エネルギー協議会（ATENA）等より、次回の原子力災害対策中央

連絡会議の議題として、以下の事項の説明を検討しているとの説明があ

った。 

・原子力災害時オンサイト医療に係る取り組み状況について 

・美浜原子力緊急事態支援センターの活動状況について 

・原子力事業者間協力協定の見直しについて 

原子力規制庁より、次回の原子力災害対策中央連絡会議の議題に関し

て、原子力災害時における原子力事業者間の相互協力については、原子

力事業者間の協力協定、美浜原子力緊急事態支援センター等のこれまで

の経緯、現状、活動実績等を整理し、原子力事業者における防災の取り

組みの全般が分かるよう整理するよう伝えた。 

原子力エネルギー協議会等から、本日の面談内容を踏まえ、次回の原

子力災害対策中央連絡会議の資料を作成し、後日、説明する旨の回答が

あった。 

 

６．その他 

配布資料：なし 

 


